
 

 

 

 

 

拝啓 秋晴れの候、ますます御健勝のこととお喜び申し上げます。日頃は大変お世話に

なっております。 

さて、来年２月７日に第７回カラテ・チャレンジ・チャンピオンシップ２０１０を開催

いたしますのでご案内申し上げます。 

 この大会は「新人戦は卒業したが全日本大会出場にはまだ早い」「全日本大会で勝てず伸

び悩んでいる」など、全日本大会の登竜門として新人戦と全日本大会の中間に位置するもの

を目指しています。 

この大会が選手達の交流・経験の場となり、関東地区空手界の底辺拡大に少しでもお役に 

たてるよう努力してまいりたいと思います。 

ご多忙中誠に恐縮に存じますが、貴道場生の多くのご参加、又ご協力宜しくお願い   

いたします。 

尚、本大会決勝進出者は第２回ＪＫＪO 全日本大会の代表選手に推薦いたします。 

敬具 

 

 

 

 

２００９年１０月吉日 

 

 

空手道 MAC 代 表 渡辺 正彦 

 

副代表 石島 偉樹 

 

 

日  時  平成２２年２月７日（日） 午前９時００分 開場 

場  所  横浜国際プール・サブアリーナ 

主  催  空手道ＭＡＣ事務局 

お問合せ  ０４９－２４４－５２６６（担当：山口） 

協  力 JKJO 全日本空手審判機構 

 

 



 

Â 主  催  空手道ＭＡＣ事務局 

 

Â 日  時  平成２２年２月７日（日） ＡＭ９：００集合 ＰＭ１０：００開会式 

 

Â 場  所  横浜国際プール・サブアリーナ 

        横浜市都筑区北山田７－３１ ＴＥＬ ０４５－５９２－０４５３ 

 

Â 参加クラス ○男子軽量級（６５㎏未満） 

○男子中量級（７５㎏未満） 

○男子重量級（７５㎏以上） 

○女子軽量級（５３㎏未満） 

○女子重量級（５３㎏以上） 

○シニア軽量級（７０㎏未満、年齢 39 才以上） 

○シニア重量級（７０㎏以上、年齢 39 才以上） 

※当日計量しますので申告オーバーにならないようにお願い致します。 

体重オーバーは失格となります。 

※人数が少ないクラスは中止または併合しますので予め御了解の上お申込み下さい。 

変更が生じた場合には事務局より所属団体又は選手に連絡いたします。 

 

Â 参加資格  緑帯以上の選手が参加できます。 

           本大会決勝進出者は第２回ＪＫＪO 全日本大会の代表選手に推薦します。 

 

Â 大会ルール  ○手による顔面攻撃なしのフルコンタクトカラテルール 

○ファールカップ以外はプロテクターを付けない素手素足。 

女子は拳サポーター・スネサポーター、シニアはスネサポーターを使用します。 

   ※詳細は大会規約参照 

 

Â 参加費  ８，０００円（記念品・お弁当代を含みます） 

※参加費は団体責任者が一括して人数分、大会申込み用紙と写真２枚を添え、 

医師の診断書と一緒に現金書留で郵送して下さい。尚、一旦納入された参加費に

ついてはいかなる理由でも返却いたしませんのでご了承ください。 

申込書又は参加費のみの受付は致しませんのでご注意下さい。 

全て返却させていただきます。 

今回ゼッケンは当日計量時にお渡しします。 

 

Â 申込み締切  平成 2１年 12 月３日（木） 大会事務局 必着 

※以降の申込みは一切受け付けません。 

尚、申込み用紙が足りない場合はコピーして下さい。 

 

■申し込み先     ₔ350- 1117 17 9 В049 244- 5266 

  
  



本 戦 

２ 分 

再延長 

１ 分 

 

延 長 

２ 分 

 

体重判定 

 

 
＜進 行＞ 

○１回戦～準々決勝まで 

 

 

○準決勝～決勝戦 

 

 

※体重判定で、軽量級４㎏、中量級５㎏重量級６㎏以上の差がなければ再延長（再々延長） 

 最後はマストシステムとし必ずどちらかに判定を下す。 

 

＜防  具＞  ①男 子：ファールカップ以外は着けず素手素足とする。 

②女 子：胸ガード、拳サポ、スネサポ、ファールカップとする。（ヘッドガードはつけない。） 

③シニア：スネサポーター、ファールカップのみで素手とする。（ヘッドガードはつけない。） 

§ 選手は規定の清潔な空手着を着用すること。 

§ テーピングは手首のみ許可します。拳・その他は認めません。 

§ ヒザサポーターの使用は自由とします。胸ガードの硬質なものは禁止します。 

＜組 手＞ 

§ 組手試合は、１回戦から準々決勝まで本戦２分、延長２分とし引き分けの場合は体重判定で、軽量級４㎏、   

中量級５㎏、重量級６㎏以上の差を有効とし、差がなければ、再延長１分とし、必ずどちらかに判定を下す。 

準決勝、決勝戦は本戦２分、延長２分、再延長２分とし、引き分けの場合は体重判定で軽量級４㎏、中量級５

㎏、重量級６㎏以上の差を有効とし差がなければ、再々延長２分とし、必ずどちらかに判定を下します。 

§ 組手の勝者は、一本勝ち・判定勝ち・反則ないし失格により決定されます。 

§ 一本勝ち 

①反則箇所を除く部分へ、突き・蹴り等を瞬間的に決め、相手選手を３秒以上ダウンさせるか、戦意喪失さ

せた時は一本勝ちとする。 

②技あり２回で一本勝ちとする。 

③技ありは反則箇所を除く部分へ突き・蹴り等を決め、相手選手が一時的にダウンもしくは戦意喪失し３秒 

以内に立ち上がった時。 

§ 反則 

①手・肘による顔面および首への攻撃 

②金的蹴り・頭突き、投げは反則とします。 

③掴み・引っ掛けは一切禁止とします。 

④拳低押しやもたれ掛かりながらの攻撃は反則とします。 

⑤反則は悪質なものを除き、注意が与えられ注意４で失格となります。 

悪質な反則は１回で注意２又は失格となります。 

 

 

その他注意事項 

 

§ 空手家として礼節を持った行動、態度で臨んでください。 

§ 選手は手足の“つめ”を短く切っておく事。 

§ 怪我や病気等で体調の悪い場合は、無理に参加をしない事。 

§ 試合場への入退場時、また試合の前後には必ず挨拶および礼をする事。 

§ 応援の人は相手の選手や審判に対し失礼にあたる声援を行わない事、場合によっては退場していただく 

事があります。 

§ ビデオや写真撮影は試合の進行を妨げない位置でのみ許可致します。 

（スタッフの指示には必ず従って下さい。） 

§ その他、審判員、スタッフの指示には必ず従う事。 

 

 

 

マスト 

システム 

マスト 

システム 

本 戦 

２ 分 

延 長 

２ 分 

 

体重判定 再延長 

２ 分 

 

再 々 延 長  

２ 分 

 



 

 

 

参 加 申 込 書 

 

日  時    ２０１０年２月７日 

場  所    横浜国際プール・サブアリーナ 

 

主 催 

空手道 MAC   渡辺 正彦 

 

私儀、下記の通り相違なく、本大会のルールに従って正々堂々と技を競い合う事をここに誓います。 

万一試合中の事故、怪我があった場合はその責任を、主催者には一切問いません。 

 

ふりがな 

 

氏 名 

 
生年 

月日 

年   月   日 

（     歳） 
 

印 

 

現住所 

 

〒 

 

TEL    （     ） 

 

所 属 

団体名 

 どちらかに○してください 

団体名を 

公開・非公開 

代表者 

氏名 

 

 

 印 

級 

段 位 

級 

段 

修 行

年 数 

年 

 ヶ月 身長体重 
 

     ｃｍ    ㎏ 

出 場

クラス 

○で囲

む 

男子軽量級 

６５㎏未満 

男子中量級 

７５㎏未満 

男子重量級 

７５㎏以上 

 

女子軽量級 

５３㎏未満 

女子重量級 

５３㎏以上 

シニア軽量級 

７０㎏未満 

シニア重量級 

７０㎏以上 

過去の 

入賞歴 

 

※当日は、体重を計りますので申告体重を超えないようにお願い致します。 

申告体重を超えた選手（階級規定体重超）は失格となりますのでご注意下さい。 

代表者の氏名・捺印の無いものは無許可とみなし出場出来ない場合があります。 

団体名は、公開・非公開の希望を必ずご記入下さい。 

写 真 

３×４cm 

1 枚はのり付け 

もう 1 枚は裏に 

氏名と道場名を記入 


